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Q　

薬
草
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

A　

市
内
の
民
間
事
業
者
と
連
携
し
、
島
原

の
薬
草
を
活
用
し
た
薬
草
パ
ン
、
薬
草
ス

イ
ー
ツ
等
の
商
品
化
や
薬
草
料
理
、
薬
湯
へ

の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
旧
島
原
藩
薬
園

跡
を
初
め
と
す
る
観
光
施
設
を
活
用
し
、
島

原
薬
草
の
魅
力
と
観
光
地
島
原
を
Ｐ
Ｒ
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

Q　

市
内
で
薬
草
を
使
っ
た
関
連
商
品
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

A　

市
内
の
飲
食
業
や
宿
泊
業
者
の
薬
草
関

連
商
品
の
開
発
、
商
品
化
を
推
進
し
て
お
り
、

市
内
二
十
店
舗
で
約
七
十
種
類
の
商
品
が
販

売
、
提
供
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
「
薬
草
の

街
・
し
ま
ば
ら
」
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Q　

歴
史
的
背
景
の
あ
る
島
原
の
薬
草
ブ
ラ

ン
ド
を
活
か
し
、
健
康
や
美
容
で
団
塊
の
世

代
を
呼
び
込
め
な
い
か
。

A　

本
市
に
は
、
山
、
海
、
温
泉
、
湧
水
そ

し
て
薬
草
が
あ
る
の
で
、
団
塊
の
世
代
に

絞
っ
た
ツ
ア
ー
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

島
原
の
薬
草
を
産
業
化
で
き
な
い
か
。

A　

産
官
学
の
連
携
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

を
行
う
た
め
に
、
大
学
の
専
門
教
授
の
招
聘
、

ま
た
中
堅
製
薬
会
社
の
経
営
者
の
協
力
を
仰

ぎ
、
島
原
薬
草
の
産
業
化
に
企
業
誘
致
を
含

め
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q　

四
明
荘
や
島
原
城
の
お
堀
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
て
観
光
客
を
呼
び
込
め
な
い
か
。

A　

堀
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
幻
想
的
だ
と
思

う
が
、
島
原
城
の
四
百
周
年
に
向
け
、
電
線

の
地
中
化
や
周
回
歩
道
な
ど
も
一
体
的
に
整

備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
着
手
す
る
な

ら
ば
、
四
明
荘
が
あ
る
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
周
辺

か
ら
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う
。

Q　

観
光
施
設
の
午
後
五
時
閉
館
を
延
長
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

A　

現
在
建
設
中
の
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
の
施
設

が
年
度
末
に
完
成
す
る
の
で
、
そ
の
運
営
と

あ
わ
せ
、
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
通
り
一
帯
の
活
用

と
管
理
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
し
た
い
。

Q　

新
年
度
予
算
の
特
徴
や
目
玉
は
何
か
。

A　

子
供
、
三
十
代
前
後
、
高
齢
者
の
各
世

代
を
支
援
し
、
島
原
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
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Q　

二
〇
二
五
年
問
題
と
は
何
か
。

A　

二
〇
二
五
年
は
、
団
塊
の
世
代
が
七
十
五

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
年
で
あ
り
、
四

人
に
一
人
が
七
十
五
歳
以
上
の
超
高
齢
化
社
会

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
の

一
人
当
た
り
の
年
間
医
療
費
は
約
九
十
二
万
円

で
、
国
民
平
均
の
約
三
倍
で
あ
る
。
要
介
護
認

定
率
も
上
昇
し
、
医
療
費
や
介
護
給
付
費
が
急

増
し
、
社
会
保
障
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
が
大
き

な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

Q　

二
〇
二
五
年
問
題
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
を
充
実
さ
せ
る
し

か
な
い
と
思
う
。
今
後
、
都
会
で
は
高
齢
者

が
爆
発
的
に
増
え
、介
護
難
民
が
出
て
く
る
。

生
活
支
援
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

住
環
境
を
整
備
し
、
老
後
も
安
心
な
ま
ち
と

し
て
高
齢
者
を
呼
び
込
ん
で
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
、
在
宅
医
療
、
介
護
に
つ
い
て
、
①

本
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
②
推

進
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
。

A　

①
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
多
職
種
連
携

研
修
会
を
開
催
し
、
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

ま
た
、
在
宅
医
療
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
委

員
会
の
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
②
家

族
構
成
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
障
害
だ
と
思
う
が 

介
護
職
に
お
け
る
待

遇
や
収
入
な
ど
の
不
安
に
対
し
て
は
、
国
策

と
し
て
充
実
し
て
ほ
し
い
。

Q　

①
開
館
時
間
の
延
長
に
要
す
る
経
費
、

②
図
書
購
入
費
の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

A　

①
人
件
費
と
光
熱
水
費
で
約
三
百
九
十

三
万
円
増
加
す
る
見
込
み
。
②
二
十
五
年
度
か

ら
一
千
万
円
を
九
百
五
十
万
円
に
減
額
し
た
。

Q　

図
書
館
協
議
会
で
は
時
間
延
長
に
反
対

意
見
が
多
い
と
聞
い
た
が
、
本
当
な
の
か
。

A　

費
用
負
担
の
問
題
や
、
曜
日
を
限
定
し

て
の
延
長
、
冬
時
間
の
設
定
な
ど
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

Q　

ト
ラ
イ
ア
ル
は
、
①
何
を
扱
っ
て
い
る

店
な
の
か
。
②
出
店
の
動
き
は
ど
う
か
。

A　

①
食
料
品
、
家
庭
用
品
、
衣
料
品
等

を
扱
う
郊
外
型
販
売
店
で
あ
る
。
②
平
成

二
十
七
年
三
月
頃
に
着
工
し
、
九
月
頃
の
完

成
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　

◇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
り
あ
け
荘
、
移
譲

　
　

の
動
き
に
つ
い
て

実践クラブ
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▼
現
状
と
今
後
は

▼
湧
水
を
生
か
し
た
観
光
魅

力
の
ア
ッ
プ
を

▼
島
原
図
書
館
の
開
館
時
間

延
長
に
つ
い
て

▼
三
会
地
区
へ
の
ト
ラ
イ
ア

ル
出
店
の
動
き
に
つ
い
て

▼
十
年
後
の
超
高
齢
化
島
原

危
機
を
ど
う
す
る
の
か

▼
島
原
の
観
光
、
知
名
度

ア
ッ
プ
に
「
健
康
・
薬
草
の

街
、
し
ま
ば
ら
」
へ


